
広島平和記念資料館よりお借りして展示する「原爆の絵」と「子どもたちの平和ポスター」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     第３４回 佐倉平和のつどい   戦後８１年 

戦争は無謀で！残酷で！悲惨だ！ 

        もう戦争は起こさないで！ 

私たちは戦争体験者が残したこの言葉を忘れない 

主催 佐倉平和のつどい実行委員会  共催 佐倉市  後援 佐倉市教育委員会 

 

 

  作者 広島市立可部小学校 5 年 大下 久乃 

作者 前カズノ 死んだ子どもを背負い、逃げていく母

親 

 

連 絡 先 平和のつどい実行委員会  岩崎 090-8851-4354 

 

会 場  西志津ふれあいセンターのギャラリーとホール  

展示会      ８月２１日（金）～２３日（日）９：30～１7：00 

原爆の絵・子どもたちの平和ポスター・戦中戦後の教科書    

上映会     ８月２２日（土）１０：３０ ドキュメンタリー映画として制作された 

１３：３０ 「はだしのゲンはまだ怒っている」 

戦争体験談   ８月２３日（日）１３：３０ 「戦争時代の中学生」藤田卓男様 

合唱・朗読劇 ８月２３日（日）１４：２０ 

♪合唱「おりづる」 中学生・高校生の合唱ボランティアによる楽曲 

♥朗読劇「腕時計」 おりづるの会（退職女性教職員の仲間） 

展示会・映画上映会・戦争体験談・合唱・朗読劇・・全て無料です 

 

申込不要 

運営協力 千葉県立佐倉東高等学校  佐倉市立西志津中学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

次の世代へ伝えていきたい 戦争体験者の願いを！ 

 

展示：市民が描いた原爆の絵展 ８月２１日(金)９時３０分～２３日(日)１７時 

広島平和記念資料館に、原子爆弾の惨状を描き後世に伝えようと、市民が描いた 2250枚

の「原爆の絵」と、小学生と中学生が描いた「子どもたちの平和ポスター」が寄贈されて

います。寄贈された原爆の絵と平和ポスターを３０点ずつお借りして展示します。 

原爆被爆者の皆さんは、戦後絶えることなく原子爆弾の惨状を世界へ発信し、核兵器廃

絶を訴え続けています。この努力は２０２４年のノーベル平和賞の礎となっています。 

展示：戦争時代と戦後時代の小学生の教科書 

１９４５年８月１５日、日本国敗戦、１９４６年１１月３日、日本国憲法公布この日を

境にして、教科書は大きく変わった。家庭に残されていた教科書を展示します。戦争体験

者が子供たちに何を託したのだろうか。是非、現物を見てください。戦時中の教科書から

は、小学生の年代から２千万人ものアジア諸国の人々の命を奪った、戦争へ導く教育が行

われていたことを知ることが出来ます。また、戦後の教科書からは、戦争社会を招かぬ社

会を築く礎を知ることも出来ます。 

映画上映会 ドキュメンタリー映画「はだしのゲンはまだ怒っている」 

８月２２日（土）1回目：10:30～12:00、2回目：13:30～15:00 

漫画「はだしのゲン」は６歳で原爆を体験した中沢啓治さんが描いたものです。この漫

画は２５ヵ国で翻訳出版され、2024年にアメリカの「アイズナー賞」を受賞。近年「描写

が過激だ」「間違った歴史認識を植え付ける」などの声が上がり、平和教材から消えるなど、

大きな議論を呼びました。この様な中で、不屈の反戦漫画の誕生から現代を見つめ、私た

ちが生きているこの世界に溢れている、怒りや悲しみ、そして優しさを映し出している、

ドキュメンタリー映画として作られています。 

講話：私の戦争体験  ８月２３日（日）１３：３０「戦争時代の中学生」藤田卓男氏 

敗戦近くの戦争時代に中学生の藤田さんは、学校でどんな体験をしたのか。東京

や千葉などの空襲の中で、学校では竹槍で米軍に向かう訓練が行われていました。 

朗読劇「腕時計」 ８月２３日（日）１４時２０分～１５時 

開会に合わせて、「折鶴」を合唱します。この歌は、原爆被爆と平和への願いを込めた曲

です。「腕時計」は、退職した女性教職員の「おりづるの会」の皆さんが、戦時中の佐倉地

域での出来事を語り継ぐものです。このお話は、酒々井へ墜落した米軍の飛行機から、米

兵が落下傘で寺崎に落下しました。住民は米兵を竹やりなどで囲み「息子の仇を取ってや

る」と怒鳴った。この時一人の少年が「アメリカ兵をなぜ殺さなければならないの」と声

を出した。米兵は命を救われ、別れる時に自分の腕時計を少年に渡しました。この出来事

を佐倉市が絵本として出版し、戦争を知らない世代へ平和の大切さを語りつぐ、佐倉市内

の戦争の話として掲示されています。 

 
会場案内 「西志津ふれあいセンター」 佐倉市西志津 4 丁目 1-2 

●最寄り駅 京成志津駅南口より徒歩１５分 ふれあいセンターの地下駐車場は狭い

ので、近くに有ります「多目的広場」の無料駐車場をご利用ください。 

 


